
DE0用設計データ(OpenCored IP 接続回路)の使い方 

ファイル一覧 

・nios2e_sys.v トップ回路 

・clk_gen.v PLL回路 

・avalon2wb.v WishBone バスブリッジ回路 

・nio2e.qsys Qsys設定ファイル 

・avalon2wb_hw.tcl  avalon2wb.v組み込み用 TCLコマンド 

・nios2e_sys.qsf ピン配置指定 

・hello_world_small.c pwm制御用 Cソース 

 

設計手順 

・設計用フォルダとして nios_wishibone/nios2e_sysを作成する 

・記事のダウンロードデータの opencores_ip/de0 の下にある Verilog-HDL ソースと QSF ファイルを

nios_wishibone/nios2e_sys へコピー 

・PWMのデータを CopenCoresのサイト(http://opencores.org/project,pwm)からダウンロード 

・ダウンロードした pwm_latest.tar.gz を解凍する 

・解凍データの pwm/trunk の下にあるファイルを nios_wishibone/nios2e_sys へコピー 

・以下の手順で QuartusⅡの設計プロジェクト作成する 

 

新規プロジェクトの作成 

 

 

  



 

NEXTをクリック 

 

 

設計フォルダ、プロジェクト名の指定 

  



 
設計データの追加 

 

 
デバイスの指定、DE0 に合わせる 

  



 

 

 

 

Finish をクリックでプロジェクトが作成される 

  



 

Qsysを起動 

 

 

nios2e.qsysを指定 

 

 

  



 

NiosⅡを作成 

 

 

NiosⅡ作成完了 

  



 

コンパイルを実施 

 

 

DE0と PCを UDBで接続して 

プログラマの起動 

  



 

FPGAに回路データ書き込み 

 

 

・NiosⅡEDS （Nios II Software Build Tools）でソフトウェアを作ります。 

新規のソフトウェアプロジェクトを作成するので EDSを管理者として実行してください。 

管理者として実行しないとソフトウェアプロジェクトを作成でエラーになります。 

 

EDSが起動するとワークスペースを指定が要求されます。設計フォルダ/soft/waorkspaceを設定 

 

 

  



 

新規のソフトウェアプロジェクト作成 

 

 

sopcファイル、プロジェクト名指定 

  



 

pwm_s1 にある Hello_world_small.c にダウンロードデータの opencores_ip/de0/ Hello_world_small.c

の内容を書き写しセーブする。 

 

 

ビルドを実行 

 

 



 

DE0でソフトウェア実行、ソフトウェアの実行ファイルが書き込まれると DE0が起動するので動作を確認

する。 


